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地
方
活
動
50
年
と

さ
ら
な
る
充
実
に
向
け
て
歩
ん
だ
10
年

～
地
方
か
ら
支
え
た
金
属
労
協
の
活
動
～

１
．地
連
の
結
成
か
ら
解
散
ま
で

◆
地
連
の
結
成

　

金
属
労
協
の
地
方
活
動
は
結
成
間
も
な

い
1
9
6
4
年
６
月
17
日
ま
で
さ
か
の
ぼ

る
。
当
時
、
組
織
専
門
委
員
会
（
古
賀
専
委

員
長
）を
設
置
し
、
金
属
労
協
の
理
念
と
諸

活
動
の
意
義
を
内
外
に
浸
透
さ
せ
て
い
く

基
礎
固
め
と
し
て
組
織
拡
大
に
向
け
た
活

動
を
展
開
す
る
こ
と
と
し
た
。
そ
し
て
、当

面
の
方
針
と
し
て
、中
央
・
地
方
の
組
織
機

構
の
あ
り
方
、
規
約
、
組
織
要
項
な
ど
も
検

討
、「
地
方
組
織
の
設
置
」
を
進
め
る
こ
と

を
決
定
し
た
。

　

地
方
組
織
の
名
称
は
「
Ｉ
Ｍ
Ｆ–

Ｊ
Ｃ
地

方
連
絡
会
議
＝
地
連
」
と
し
、
1
9
6
4

年
10
月
２
日
に
九
州
中
国
地
連
、10
月
26
日

に
東
海
地
連
、
11
月
４
日
に
関
西
地
連
、
11

月
９
日
に
関
東
地
連
の
４
地
連
が
結
成
さ

れ
た
。
続
い
て
、
1
9
6
5
年
９
月
に
は
九

州
か
ら
分
離
し
た
中
国
地
連
が
、
1

 
9
 
6
 

7
年
３
月
25
日
に
は
北
信
越
地
連
、翌
1
 
9
 

6
8
年
１
月
16
日
に
北
海
道
地
連
、３
月
２

日
に
は
東
北
地
連
、
1
9
7
2
年
11
月
18

日
に
は
中
国
地
連
と
一
緒
に
活
動
を
行
っ

て
い
た
四
国
が
組
織
人
員
増
加
に
伴
い
、中

国
地
連
か
ら
分
離
独
立
し
て
、四
国
ブ
ロ
ッ

ク
が
結
成
さ
れ
た
。
こ
れ
に
よ
り
全
国
９

地
方
連
絡
会
議
体
制
が
確
立
し
た
。

　

そ
の
後
、金
属
労
協
事
務
局
体
制
や
財
政

の
確
立
な
ど
機
構
整
備
を
行
い
、
地
連
の

目
的
を
「
協
議
会
の
地
方
活
動
組
織
と
し

て
、
傘
下
の
地
方
組
織
間
で
の
情
報
交
換
、

連
絡
提
携
を
強
化
し
、未
加
盟
組
合
の
加
盟

促
進
を
図
る
と
と
も
に
、金
属
労
協
各
機
関

の
決
定
の
実
践
と
あ
わ
せ
て
地
方
に
お
け

る
必
要
な
活
動
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
す

る
」（
地
方
連
絡
会
議
運
営
規
程
第
３
条「
目

的
」）
と
規
程
に
定
め
た
。

◆
都
道
府
県
組
織
の
誕
生

　

1
9
8
9
年
11
月
「
日
本
労
働
組
合
総

連
合
会（
連
合
）」
が
結
成
さ
れ
、
労
働
戦
線

統
一
が
実
現
し
た
。

　

連
合
は
発
足
当
初
か
ら
、よ
り
民
主
的
な

組
織
運
営
の
た
め
に
は
部
門
運
営
を
基
本

に
す
べ
き
と
の
意
見
を
取
り
ま
と
め
、部
門

連
絡
会
の
活
動
強
化
に
注
力
し
て
き
た
こ

と
か
ら
、
1
9
9
0
年
６
月
に
答
申
さ
れ

た
Ｊ
Ｃ
あ
り
方
委
員
会
の「
金
属
労
協
の
あ

り
方
」
の
な
か
で
、地
連
活
動
に
つ
い
て
提

言
し
た
。
主
な
内
容
は
、次
の
と
お
り
。

①
地
連
活
動
に
つ
い
て
は
、中
央
と
地
方
組

織
の
連
携
を
強
化
し
、地
連
の
活
動
を
推

進
す
る
。

②
都
道
府
県
単
位
の
集
ま
り
に
つ
い
て
は
、

地
方
連
合
の
動
向
も
踏
ま
え
つ
つ
、最
低

賃
金
や
産
業
政
策
の
推
進
の
た
め
地
連

の
指
導
の
下
、必
要
な
と
こ
ろ
か
ら
地
区

協
の
性
格
を
持
つ『
金
属
労
協
加
盟
組
織

の
都
道
府
県
単
位
の
集
ま
り
』
が
で
き

る
よ
う
に
取
り
組
む
。
な
お
、地
方
連
合

内
に
『
金
属
部
門
協
』
的
な
集
ま
り
が
で

き
る
場
合
は
、こ
れ
を
も
っ
て
対
応
す
る

こ
と
も
可
と
す
る
。

　

こ
れ
を
受
け
、
1
9
9
1
年
６
月
の
第

３
回
地
連
代
表
者
会
議
で
は
、都
道
府
県
単

位
の
地
区
協
体
制
を
確
認
。
名
称
は
原
則

「
地
区
協
議
会
＝
地
区
協
」
と
し
、
略
称
は

Ｊ
Ｃ
東
京
な
ど「
Ｊ
Ｃ
＋
都
道
府
県
名
」
と

し
た
。
ま
た
、各
所
属
地
連
と
連
携
を
取
り

上
口 

智
子

金
属
労
協
組
織
総
務
局
主
査

九州・中国地連結成大会（1964年10月２日・八幡製鐵）
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60年の歴史から新たな出発

つ
つ
、都
道
府
県
内
の
Ｊ
Ｃ
金
属
グ
ル
ー
プ

と
の
相
互
連
携
、情
報
交
換
、交
流
を
深
め

る
こ
と
、
各
地
方
連
合
と
も
有
機
的
な
連

携
を
取
り
、
各
地
方
連
合
の
健
全
な
発
展

に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
・
役
割
と
し
た
。

　

各
地
連
の
協
力
も
得
て
、Ｊ
Ｃ
都
道
府
県

別
連
絡
窓
口
体
制
を
整
備
し
、す
で
に
県
単

位
で
活
動
を
行
っ
て
い
た
千
葉
、
和
歌
山
、

愛
知
、岐
阜
、静
岡
、三
重
に
加
え
て
、
1
 
9
 

9
1
年
６
月
に
は
東
京
、
10
月
に
は
神
奈

川
、1
9
9
2
年
４
月
に
は
栃
木
、1

 
9
 
9
 

4
年
４
月
に
は
山
梨
と
順
次
県
単
位
の
組

織
が
設
置
さ
れ
て
い
っ
た
。

◆
取
り
巻
く
環
境
の
変
化

－

連
合
の
取
り
組
み
経
過

　

金
属
労
協
で
は
精
力
的
に
地
方
活
動
を

推
進
し
て
き
た
が
、
こ
の
間
、
連
合
の
方
針

に
は
微
妙
に
変
化
が
み
ら
れ
る
よ
う
に
な

る
。
以
下
、連
合
の
部
門
運
営
に
関
す
る
討

議
経
過
を
要
点
の
み
列
記
す
る
。

①
1
9
9
1
年
５
月
連
合
三
役
会

　

80
に
お
よ
ぶ
産
別
の
意
見
集
約
と
中
小

を
含
め
た
大
多
数
の
意
見
反
映
が
で
き
る

組
織
運
営
の
た
め
に
、連
合
の
運
営
の
基
本

を
部
門
連
絡
会
に
お
く
こ
と
を
確
認
。
こ

の
中
で
、
副
会
長
は
部
門
か
ら
選
出
、
会
費

納
入
の
単
位
も
部
門
の
く
く
り
に
す
る
、各

種
委
員
会
も
部
門
単
位
で
構
成
す
る
、な
ど

議
論
さ
れ
た
。

②
2
0
0
2
年
９
月
連
合
三
役
会

　

連
合
の
運
営
の
機
動
性
、効
率
化
を
図
る

上
で
も
「
将
来
的
に
部
門
連
絡
会
を
連
合

運
営
の
基
本
に
す
る
こ
と
を
め
ざ
す
」
こ

と
を
確
認
し
た
。
さ
ら
に
2
0
0
3
年
連

合
の
中
央
委
員
会
で
は
、「
将
来
的
に
部
門

連
絡
会
を
連
合
の
組
織
運
営
の
基
本
に
す

る
」
こ
と
を
め
ざ
し
、
部
門
ご
と
の
活
動
の

差
を
克
服
す
る
努
力
と
地
方
組
織
体
制
の

構
築
、金
属
部
門
と
金
属
労
協
の
機
能
統
一

に
向
け
た
環
境
整
備
な
ど
を
確
認
し
た
。

③
2
0
0
3
年
６
月
連
合
中
央
委
員
会

　

部
門
運
営
の
あ
り
方
を
再
確
認
。「
将
来

的
に
部
門
連
絡
会
を
連
合
の
組
織
運
営
の

基
本
に
す
る
」
こ
と
を
め
ざ
す
。
部
門
の
果

た
す
べ
き
役
割
を
、労
働
条
件
の
底
上
げ
と

格
差
是
正
、
個
別
産
業
政
策
の
立
案
と
実

現
、未
組
織
の
組
織
化
と
産
別
結
集
へ
の
環

境
整
備
、に
整
理
。
副
会
長
・
中
執
・
各
種
専

門
委
員
の
選
出
を
、部
門
連
絡
会
単
位
と
な

る
よ
う
早
急
に
検
討
す
る
こ
と
と
し
た
。

部
門
ご
と
の
活
動
の
差
を
克
服
す
る
努
力

と
地
方
組
織
体
制
の
構
築
。
金
属
部
門
と

金
属
労
協
の
機
能
統
一
に
向
け
た
環
境
整

備
な
ど
を
確
認
し
た
。

④
2
0
0
4
年
10
月
連
合
中
央
委
員
会

　

現
在
12
部
門
連
絡
会
が
三
役
・
中
執
を
は

じ
め
各
種
役
員
の
母
体
と
な
り
、か
つ
将
来

的
な
加
盟
単
位
と
な
る
こ
と
を
目
指
す
に

は
、
条
件
が
合
わ
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
。

し
た
が
っ
て
、こ
の
目
標
は
当
面
見
送
る
も

の
と
す
る
が
、部
門
連
絡
会
の
再
編
等
を
含

め
た
部
門
連
絡
会
の
活
動
強
化
の
あ
り
方

に
つ
い
て
は
引
き
続
き
検
討
し
て
い
く
こ

と
を
確
認
し
た
。

◆
取
り
巻
く
環
境
の
変
化

－
金
属
労
協
の
取
り
組
み
経
過

　

地
連
、地
区
協
の
活
動
を
精
力
的
に
推
進

し
て
き
た
金
属
労
協
の
地
方
活
動
の
取
り

組
み
は
、そ
の
後
ど
の
よ
う
に
変
化
し
て
き

た
の
か
、以
下
、時
系
列
に
列
記
す
る
。

①
1
9
9
4
年
９
月
金
属
労
協
定
期
大
会

　
「
基
本
政
策
検
討
委
員
会
（
第
４
次
）
答

申
」
を
承
認
し
た
。
答
申
で
は
、連
合
が
産

業
別
部
門
連
絡
会
を
中
心
に
し
た
運
動
に

転
換
す
る
よ
う
働
き
か
け
る
と
と
も
に
、地

方
連
合
の
中
に
金
属
部
門
連
絡
会
が
あ
る

場
合
に
は
、原
則
と
し
て
Ｊ
Ｃ
地
区
協
を
地

方
連
合
金
属
部
門
連
絡
会
に
収
れ
ん
し
て

い
く
こ
と
を
明
記
し
た
。

②
1
9
9
8
年
９
月
定
期
大
会

　

組
織
運
営
の
方
向
を
以
下
の
と
お
り
確

認
し
た
。

・
地
連
活
動
は
、
県
単
位
組
織
と
綿
密
な
連

携
を
と
り
な
が
ら
、
課
題
全
般
に
わ
た
る

「
広
域
的
な
調
整
」
事
項
を
中
心
に
取
り

組
む
。

・
県
単
位
活
動（
地
区
協
）は
、金
属
産
業
の

地
方
運
動
の
拠
点
と
し
て
「
地
方
連
合
」

の
中
心
的
役
割
を
果
た
す
と
と
も
に
、
地

方
連
合
金
属
部
門
連
絡
会
の
設
置
に
向

け
た
活
動
の
協
力
・
促
進
、金
属
産
業
の
産

業
政
策
、
産
別
最
賃
活
動
な
ど
に
取
り
組

む
。
ま
た
、
金
属
労
協
組
織
内
の
意
思
疎

通
を
図
る
た
め
情
報
交
換
や
意
見
交
換
、

さ
ら
に
関
連
組
織
と
の
連
携
を
図
る
。

③
2
0
0
0
年
９
月
金
属
労
協
定
期
大
会

　

そ
の
後
、
2
0
0
0
年
９
月
の
定
期
大

会
で
連
合
の
部
門
運
営
強
化
の
方
針
に
則

り
、
同
年
９
月
を
目
標
に「
金
属
労
協
の
地

方
活
動
の
主
体
は
、地
方
連
合
金
属
部
門
へ

移
行
す
る
。
し
た
が
っ
て
、金
属
労
協
の
各

県
単
位
の
活
動
は
、地
方
連
合
金
属
部
門
連

絡
会
の
活
動
に
収
れ
ん
を
め
ざ
す
。
2
 
0
 

0
2
年
９
月
以
降
に
つ
い
て
は
、金
属
労
協

の
地
方
組
織
活
動
を
各
地
方
連
合
金
属
部

門
連
絡
会
の
活
動
に
収
れ
ん
す
る
こ
と
か

ら
、
地
連
の
組
織
に
つ
い
て
は『
解
散
』
す

る
」
こ
と
と
し
た
。

北信越地連の解散大会（2002年11月10日）。
2002年9〜11月に9地連が解散し、地方ブロックに移行した
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２
．受
け
継
が
れ
る
地
方
活
動

◆
地
方
ブ
ロ
ッ
ク
の
運
営
と

　
連
合
金
属
部
門
連
絡
会
の
位
置
づ
け

　

地
連
解
散
後
、
各
県
金
属
部
門
連
絡
会

構
築
に
向
け
た
サ
ポ
ー
ト
拠
点
と
し
て
地

連
に
代
わ
る
金
属
労
協
直
轄
の
連
絡
組
織

と
し
て
、地
方
ブ
ロ
ッ
ク
を
全
国
９
地
区
に

設
置
し
た
。
各
地
方
ブ
ロ
ッ
ク
の
設
置
年

月
日
は
そ
れ
ぞ
れ
地
連
解
散
大
会
時
と
し

た
。

　

ま
た
、
各
県
の
活
動
は「
金
属
産
別
の
地

方
組
織
が
一
つ
で
も
あ
る
と
こ
ろ
に
は
金

属
部
門
連
絡
会
を
設
置
し
て
い
く
」
と
の

方
針
の
も
と
、地
方
連
合
金
属
部
門
連
絡
会

の
設
置
に
向
け
た
取
り
組
み
を
連
合
本
部

や
連
合
金
属
部
門
連
絡
会
に
働
き
か
け
る

と
と
も
に
、地
方
ブ
ロ
ッ
ク
と
連
携
し
な
が

ら
「
地
方
連
合
金
属
部
門
連
絡
会
」
の
設
置

に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
た
。
連
合
も

金
属
労
協
の
意
を
汲
み
、
2
0
0
2
年
12

月
６
日
発
で
地
方
連
合
事
務
局
長
宛
て
の

「
地
方
連
合
会
で
の
部
門
連
絡
会
設
置
の
お

願
い
」
文
書
を
各
地
方
連
合
に
発
信
し
た
。

　

金
属
労
協
は
地
方
ブ
ロ
ッ
ク
や
産
別
の

協
力
の
も
と
、
2
0
0
2
年
10
月
以
降
、
精

力
的
に
各
都
道
府
県
の
組
合
と
協
議
を
重

ね
、
2
0
1
0
年
９
月
連
合
宮
崎
金
属
部

門
連
絡
会
結
成
大
会
を
も
っ
て
、
沖
縄
を

除
く
46
都
道
府
県
す
べ
て
に
地
方
連
合
金

属
部
門
連
絡
会
の
設
置
が
完
了
し
た
。

　

そ
の
間
、
2
0
0
4
年
10
月
に
開
催
さ

れ
た
連
合
中
央
委
員
会
で
は
「
12
あ
る
部

門
連
絡
会
が
、
三
役･

中
執
・
各
種
専
門
委

員
の
選
出
母
体
と
な
り
、
か
つ
将
来
的
な

加
盟
形
態
と
な
る
こ
と
を
め
ざ
す
に
は
条

件
が
合
わ
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
。
こ
の

２
つ
の
目
標
は
当
面
見
送
る
が
部
門
連
絡

会
の
活
動
強
化
の
あ
り
方
に
つ
い
て
は
引

き
続
き
検
討
し
て
い
く
」
と
確
認
さ
れ
た
。

金
属
労
協
と
し
て
は
、
2
0
0
5
年
９
月

の
第
44
回
定
期
大
会
で
、「
共
闘
の
情
報
交

換
や
産
業
政
策
提
言
、産
別
間
の
情
報
交
換

の
場
と
し
て
、地
方
組
織
の
重
要
性
を
再
認

識
し
つ
つ
、
県
別
組
織
体
制
の
継
続
強
化

や
、金
属
労
協
と
し
て
の
地
方
ブ
ロ
ッ
ク
運

営
を
再
構
築
す
る
」
こ
と
を
提
起
し
た
。

３
．地
方
活
動
の
さ
ら
な
る
充
実

に
向
け
て
歩
ん
だ
10
年

◆
地
方
ブ
ロ
ッ
ク
の
役
割

　

前
記
の
よ
う
に
金
属
労
協
は
、地
方
連
合

金
属
部
門
連
絡
会
の
活
動
充
実
に
向
け
た

サ
ポ
ー
ト
活
動
の
推
進
に
力
点
を
置
く
こ

と
を
確
認
し
、現
在
、北
海
道
、東
北
、関
東
、

北
信
越
、東
海
、関
西
、中
国
、四
国
、九
州
の

計
９
つ
の
ブ
ロ
ッ
ク
で
活
動
し
て
い
る
。

　

直
近
の
金
属
労
協
第
63
回
定
期
大
会

（
2
0
2
4
年
９
月
３
日
開
催
）
で
確
認
し

た
、「
2
0
2
5
年
度
活
動
方
針
」
で
は
地

方
活
動
の
展
開
と
し
て
、「
金
属
産
業
の
持

続
的
発
展
の
た
め
に
は
、生
産
拠
点
が
実
際

に
存
在
し
、組
合
員
の
生
活
の
場
で
も
あ
る

地
域
の
活
性
化
を
促
す
こ
と
が
重
要
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
引
き
続
き
、
地
方
ブ
ロ
ッ
ク

お
よ
び
都
道
府
県
単
位
で
の
活
動
を
支
援

し
て
い
く
」
と
し
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
方
針
の
も
と
、
現
在
、
各
地
方

ブ
ロ
ッ
ク
は
、金
属
労
協
直
轄
組
織
・
連
絡

調
整
機
関
と
し
て
、県
別
の
地
方
連
合
金
属

部
門
連
絡
会
の
活
動
充
実
の
調
整
・
サ
ポ
ー

ト
役
と
し
て
、金
属
労
協
の
方
針
の
周
知
や

理
解
促
進
お
よ
び
意
見
交
換
・
経
験
交
流
な

ど
積
極
的
に
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

◆
地
方
連
合
金
属
部
門
連
絡
会

　
サ
ポ
ー
ト
体
制

　

金
属
労
協
で
は
、地
方
連
合
金
属
部
門
連

絡
会
の
活
動
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
た
め
、年
２

回
、地
方
ブ
ロ
ッ
ク
代
表
・
事
務
局
長
を
参

加
対
象
と
す
る「
地
方
ブ
ロ
ッ
ク
代
表
者
会

議
」
を
開
催
し
て
い
る
。
会
議
で
は
、
地
方

ブ
ロ
ッ
ク
お
よ
び
各
都
道
府
県
の
活
動
充

実
に
向
け
情
報
交
換
と
共
有
化
を
図
る
た

め
、①
闘
争
方
針
、②「
地
方
に
お
け
る
産
業

政
策
課
題
」、
③
特
定
最
低
賃
金
、
に
関
す

る
金
属
労
協
の
方
針
の
周
知
お
よ
び
情
報

交
換
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、地
方
開
催
の

会
議
で
は
工
場
見
学
も
実
施
し
、も
の
づ
く

り
現
場
の
現
状
把
握
な
ど
活
動
の
充
実
を

図
っ
て
い
る
。
地
方
ブ
ロ
ッ
ク
代
表
者
会

議
で
の
情
報
交
換
に
よ
り
、工
業
高
校
の
視

察
や
も
の
づ
く
り
教
室
実
施
県
の
拡
大
に

つ
な
が
る
な
ど
相
乗
効
果
も
表
れ
て
い
る
。

　

各
地
方
ブ
ロ
ッ
ク
で
は
各
都
府
県
の
代

表
・
事
務
局
長
が
出
席
す
る
会
議
を
年
数

回
開
催
し
、
金
属
労
協
の
方
針
を
伝
え
る

と
と
も
に
、
各
県
に
お
け
る
金
属
部
門
の

活
動
状
況
に
つ
い
て
情
報
交
換
を
行
っ
て

い
る
。
ま
た
、
春
闘
や
産
業
政
策
の
研
修

会
、
工
場
見
学
も
含
め
た
安
全
衛
生
研
修

会
な
ど
も
実
施
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
会

議
に
は
、
金
属
労
協
役
員
も
積
極
的
に
出

席
し
、
地
方
ブ
ロ
ッ
ク
と
の
連
携
を
図
っ

て
い
る
。

　

各
地
方
連
合
金
属
部
門
連
絡
会
で
は
地

域
差
は
あ
る
も
の
の
、
金
属
部
門
連
絡
会

や
幹
事
会
な
ど
を
開
催
し
、春
闘
、産
業
政

策
、最
低
賃
金
の
学
習
会
や
情
報
交
換
、工

場
や
工
業
高
校
の
視
察
な
ど
を
行
っ
て
い

る
。
特
に
産
業
政
策
で
は
、地
方
連
合
の
政

策
・
制
度
に
盛
り
込
む
活
動
を
積
極
的
に

行
っ
て
い
る
県
も
あ
る
こ
と
か
ら
、金
属
労

協
で
は
最
低
賃
金
や
「
地
方
に
お
け
る
産

業
政
策
課
題
」
に
関
す
る
研
修
会
の
実
施

を
、Ｗ
ｅ
ｂ
開
催
も
含
め
て
積
極
的
に
提
案

し
て
い
る
。

４
．も
の
づ
く
り
教
室
開
催
の

活
発
化

　

金
属
労
協
は
、
国
お
よ
び
地
方
自
治
体

に
対
す
る
政
策
・
制
度
要
求
で「
も
の
づ
く

り
教
育
の
拡
充
」
を
要
請
す
る
一
方
、子
ど

も
た
ち
の
興
味
を
引
き
出
す
た
め
の
き
か
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交
換
を
密
に
す
る
中
で
、金
属
の
地
方
活
動

強
化
に
つ
な
げ
て
い
く
」
と
し
て
い
た
が
、

現
在
で
は
地
方
活
動
を
取
り
巻
く
状
況
が

当
時
と
は
大
き
く
変
化
し
て
い
る
。
地
方

連
合
金
属
部
門
連
絡
会
を
46
都
道
府
県
で

設
置
を
完
了
し
た
が
、
2
0
2
2
年
に
実

施
し
た
地
方
連
合
金
属
部
門
連
絡
会
実
態

調
査
に
よ
る
と
、地
方
連
合
会
で
正
式
な
機

関
と
し
て
設
置
さ
れ
て
い
る
と
回
答
し
た

の
は
30
県
、地
方
連
合
会
か
ら
予
算
措
置
さ

れ
て
い
る
の
は
14
県
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。

ま
た
、地
方
連
合
会
の
中
に
金
属
部
門
連
絡

会
の
担
当
者
が
い
る
と
回
答
し
た
の
は
34

県
と
な
る
な
ど
、課
題
も
多
い
。
こ
の
よ
う

な
現
状
の
中
、地
方
連
合
金
属
部
門
連
絡
会

の
活
動
充
実
の
た
め
に
も
金
属
労
協
お
よ

び
地
方
ブ
ロ
ッ
ク
の
役
割
は
ま
す
ま
す
重

要
と
な
っ
て
い
る
。

　

金
属
労
協
は
、
2
0
2
5
年
度
活
動
方

針
に
明
記
し
た
よ
う
に
、基
幹
産
業
た
る
金

属
産
業
の
持
続
的
な
発
展
を
図
る
た
め
、生

産
拠
点
が
実
際
に
存
在
し
、従
業
員
の
生
活

の
場
で
も
あ
る
地
方
活
性
化
の
た
め
に
も
、

ま
た
、金
属
労
協
結
成
当
初
に
設
置
さ
れ
た

地
連
時
代
か
ら
の
財
産
を
次
の
世
代
に
引

き
継
い
で
い
く
た
め
に
も
、今
後
も
引
き
続

き
地
方
ブ
ロ
ッ
ク
と
協
力
し
な
が
ら
、地
方

活
動
に
積
極
的
に
か
か
わ
っ
て
い
く
。

中
38
都
道
府
県
・
39
会
場
で
実
施
さ
れ
て
い

る
。
モ
ー
タ
ー
カ
ー
工
作
（
二
輪
・
四
輪
）、

ソ
ー
ラ
ー
カ
ー
工
作
、
ス
ト
ロ
ー
ハ
ウ
ス
づ

く
り
、
電
波
時
計
製
作
、
ソ
ー
ラ
ー
バ
ッ
タ

製
作
な
ど
作
成
物
も
幅
広
い
。

　

金
属
労
協
「
地
方
に
お
け
る
産
業
政
策

課
題
」
の
2
0
2
4
年
版
で
は
、「
一
般
的

に
、自
治
体
な
ど
が
開
催
し
て
い
る
も
の
づ

く
り
教
室
で
は
木
工
な
ど
が
多
く
、金
属
を

使
用
し
た
も
の
や
機
械
の
組
み
立
て
な
ど

は
多
く
な
い
、金
属
の
労
組
を
中
心
と
し
た

『
も
の
づ
く
り
教
室
』
を
継
続
的
に
展
開
し

て
く
こ
と
が
重
要
」
だ
と
指
摘
し
て
い
る
。

併
せ
て
2
0
2
0
年
度
か
ら
小
学
校
で
プ

ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
が
必
修
化
さ
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
、「
も
の
づ
く
り
教
室
」
に
お
い
て

も
、プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
の
要
素
を
取
り
入
れ

る
こ
と
も
推
奨
し
て
い
る
。
実
際
に
、和
歌

山
県
で
は
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
室
を
実
施

す
る
な
ど
、徐
々
に
で
は
あ
る
が
広
が
り
を

見
せ
て
い
る
。

５
．こ
れ
か
ら
の
地
方
活
動
と
課
題

　

地
連
を
解
散
し
地
方
ブ
ロ
ッ
ク
を
立
ち

上
げ
た
当
時
、「
将
来
的
に
連
合
金
属
部
門

連
絡
会
運
営
が
軌
道
に
の
り
、所
期
の
目
的

を
達
成
し
た
場
合
に
は
、地
方
ブ
ロ
ッ
ク
を

解
散
し
、連
合
本
部
と
金
属
労
協
と
の
情
報

和歌山県ものづくり教室
「ロボ製作＆プログラミング」（2024年７月28日）

っ
け
と
し
て
い
く
こ
と
を
目
的
に
、「
も
の

づ
く
り
教
室
」
の
取
り
組
み
を
展
開
し
て

き
た
。

　

第
１
回
「
も
の
づ
く
り
教
室
」
を
2
 
0
 

0
3
年
12
月
20
日
に
開
催
し
て
以
降
、
2
 

0
0
4
年
に
は
、北
信
越
ブ
ロ
ッ
ク
新
潟
金

属
部
門
連
絡
会
・
連
合
新
潟
金
属
部
門
連
絡

会
が「
扇
風
機
の
組
み
立
て
」
教
室
を
開
催

し
た
。
2
0
0
5
年
に
は
連
合
東
京
金
属

部
門
連
絡
会
が「
鋳
物
で
ア
ク
セ
サ
リ
ー
製

作
」、
2
0
0
6
年
に
は
連
合
富
山
金
属
部

門
連
絡
会
が
「
扇
風
機
組
み
立
て
」、
2
 

0
0
7
年
に
は
茨
城
県
で
パ
イ
オ
ニ
ア
労

連
が「
紙
コ
ッ
プ
ス
ピ
ー
カ
ー
製
作
」
を
新

た
に
開
催
す
る
な
ど
、拡
大
・
定
着
し
て
い

っ
た
。そ
の
結
果
、2
0
1
4
年
時
点
で
は
、

金
属
部
門
連
絡
会
の
あ
る
46
都
道
府
県
の

う
ち
、32
都
道
府
県
で「
も
の
づ
く
り
教
室
」

が
定
期
的
に
開
催
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

ま
た
、こ
の
間
金
属
労
協
は
も
の
づ
く
り
教

室
へ
の
補
助
金
支
給
の
他
、も
の
づ
く
り
教

室
の
開
催
方
法
な
ど
情
報
提
供
も
行
っ
て

き
た
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
20
年
前
に
始
ま
っ
た

「
も
の
づ
く
り
教
室
」
も
今
で
は
全
国
に
広

が
っ
て
い
る
。
金
属
労
協
政
策
企
画
局
の

調
べ
に
よ
る
と
、
2
0
2
2
年
９
月
～
2
 

0
2
3
年
８
月
の
１
年
間
に
46
都
道
府
県


